






















魃(1991/1992, 1994/1995, 1997/1998, 2000/2001, 2004/2005)を経験している。特に 1991/1992 年は大
陸的な旱魃であり、2004/2005 年は地域的な旱魃であった。1991/1992 年と 2004/2005 年を比較す
ると穀物の損失はほぼ同じであったが、メイズの作付面積は 2004/2005 年に 30%ほど増加してい
るため、旱魃の影響を穀物の損失のみで見ることはできない。メイズ収量の 10%減少（増加）は
メイズ価格を 7%上昇（低下）させる。南部州と東部州は、ザンビア全土の 40-50%の作付面積、
35-45%の農業生産を持つザンビアの主要農業生産地である。2003/2004 年の農作期にはザンビア
のメイズと穀物生産の 50%はこの両州から生産された。また両州の穀物作付面積の９割はメイズ
が占めていた。 
またＣＳＯ統計では、旱魃耐性の強いとされるソルガムとミレットの南部州と東部州での収
量損失は、他の州を上回っていた。この収量損失の両州の相違についてはさらにフィールド調査
からの検討が必要である。特に南部州では近年メイズのみではなく、換金作物の作付面積が増加
し農業が多様化している。南部州では旱魃時に多くの農家世帯が小売業に参入し生計を維持して
いたという報告もある。レジリアンス研究には１）実際の旱魃の農業生産と市場への影響、２）
世帯のレジリアンスの測定、の２つの研究が重要となる。レジリアンスとは世帯の対処能力と定
義することも出来る。レジリアンスは脆弱性の程度と考えることが可能である。多くの経済分析
では、消費の一定レベルからの低下を脆弱性と定義している。レジリアンスの評価には２つの方
法が考えられる。経済理論に基づかない指標分析、厚生もしくは消費理論に基づく方法である。
後者の手法は進化途中であり、プロジェクトでは消費に基づくレジリアンスの評価が望まれる。 
